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①古墳時代前期に盛行した碧玉・緑色凝灰岩製石製品は、製作後どのような流通・保有を経て副葬されたのか
②石製品の流通のあり方やその背景にある集団・個人の諸関係は地域や時期によって変化するのか

テーマ

１：石製品の流通に関する研究とその課題
（１）石製品流通研究の視点
【アプローチＡ：階層性 】
・腕輪形石製品３器種の分布域の違い［小林 1957］
・腕輪形石製品３器種の組合せによる階層表示［北條 1990］
・車輪石のサイズによる階層表示［三浦 2005］
【アプローチＢ：系統性 】
・同一古墳に副葬された石釧の斉一性⇒系統性の否定［蒲原 1987］
・石製品各器種を横断する石材と装飾表現の系統性［岡寺 1999］
【アプローチＣ：中心性／地域性】
・畿内中枢への集中 (鍬形石＞車輪石＞石釧 )［下垣 2011 等］
・一部の石釧の「非畿内的な分布」［蒲原 1987］
・畿外における多器種多量副葬例の存在［中上 1977］
【アプローチＤ：銅鏡との比較検討 】
・共伴や分布状況の一致を評価［小林 1957］⇒［川西 1981・下垣 2011］
・非共伴と分布の不一致を重視［小林 1957］⇒［中上 1977・青木 2001］

（２）石製品流通研究の課題
・列島規模の大局的な分布状況や一部地域の分析に留まり、各出土事例の評価の蓄積による悉皆的な研究に乏しい
・石製品の存続期間すべてが一様に扱われ、編年研究を反映した流通の時間的変化が検討されていない
・石製品が媒介する集団／個人の諸関係が中央―地域間関係への言及に留まり、地域内関係に分析が及んでいない

２：分析の手法と視角
（１）分析の手順
①石製品の分布地域を対象として各出土事例の製作時期・流通時期・副葬時期を明らかにする
②石製品流通の４つの分析視角 (下記 )から地域あるいは時期ごとに特徴的な流通・保有・副葬のあり方を抽出
③各地域の事例を比較検討し、②を類型化⇒流通類型の空間的配置を検討

(２)石製品の製作時期・副葬時期
①製作時期…発表者の石釧編年［二村 2022］に依拠
②副葬時期…①及び三角縁神獣鏡［岩本 2020 等］・倭製鏡［下垣 2003 等］・円筒埴輪［廣瀬 2015］編年より決定

（４）木津川中流域
①流通時期：前期中葉～後葉後半
　⇒製作後間もなく流通し、すぐに副葬される
②流通形態
・複数の製作地に由来する資料が混在
　⇒集積・配布主体を介した他律的な流通
・副葬事例によって異なる石製品の組成
　⇒流通を差配する組織 /構造が複数存在？
③保有主体
・個人による保有
④格差表示
・石製品の格差は副葬古墳の形や規模と不連動
　⇒小規模墳への多器種・多量副葬
・倭製鏡や三角縁神獣鏡の格差とも連動しない
　⇒古墳や小地域間の格差表示とは言えない

３：各地域のケーススタディと流通類型の設定
（１）桂川上～中流域
①流通時期：製作後まもなく流通
・園部垣内古墳は前期中葉～後葉後半に入手
　⇒地域側で長期保有
・その他の事例は前期後葉後半に限定
②流通形態
・複数の製作地に由来する資料が混在
　⇒集積・配布主体を介した他律的な流通
③保有主体
・園部垣内古墳…集団による保有
・その他の事例…個人による保有
④格差表示
・車輪石／鏃形の有無や石釧の点数で格差
　⇒各事例の墳丘形態や規模と対応
　⇒倭製鏡の面径や三角縁神獣鏡の有無と対応

（２）淀川右岸
①流通時期：製作後まもなく流通
　⇒小期ごとに流通の核が移動
・東部：前期後葉後半にピーク・長期保有あり
・中部：前期中葉にピーク
・西部：前期後葉前半にピーク・長期保有あり
②流通形態
・複数の製作地に由来する資料が混在
　⇒集積・配布主体を介した他律的な流通
③保有主体
・集団による保有
④格差表示
・石製品の格差は副葬古墳の形態や規模と連動
・倭製鏡の面径や三角縁神獣鏡の有無と対応
　⇒古墳（群）間や小地域間の格差表示が顕著

（３）丹後地域
①流通時期：前期後葉前半に限定
　⇒製作後間もなく流通・長期保有あり
②流通形態　　
・複数の製作地に由来する資料が混在
　⇒集積・配布主体を介した他律的な流通
③保有主体
・集団による保有
④格差表示　
・カジヤ古墳の石製品の組合せ・量が突出
　⇒墳形や規模の格差は不明瞭（円墳 or 方墳）
・２つの埋葬施設に鍬形石・車輪石を分葬
　⇒主体部間の格差付けの意識が弱い
　⇒石製品の格差と古墳で表示される格差は 
　　リンクせず、域内を律する階層構造ない

（５）東海東部地域
①流通時期：前期中葉～後葉前半
　⇒製作後間もなく流通し、すぐに副葬される
②流通形態
・加賀南部地域で作られた資料が集中
　⇒集積・配布主体を介さない自律的な流通
　⇒流通量が減衰せず東方へ波及か
③保有主体
・個人による保有か？
④格差表示
・格差付けは不鮮明・複数器種傾向
　⇒古墳形状・規模に大差なし
　　＋車輪石の小規模墳副葬例
　⇒地域を律する階層構造は見られず、同列的
　⇒個人同士の同列的な相互関係の中で流通か

４：流通類型の空間配置

【類型１】 他律継続型…備前／伯耆東部地域も
入手：特定の有力集団が長期間にわたり
　　　集積・配布主体から独占的に入手
流通：有力集団が周辺の諸集団（or 個人）へ格差を付けながら二次的に配布（墳丘や他の副葬器物も連動）
  ⇒「畿内中枢に由来する格付けを、自地域・自集団の序列を創出・維持するべく」「同型的に反復」［下垣 2011］
保有：再配布された石製品はすぐに（≒同世代内で）副葬⇒長期保有を制限…個人間関係を副葬行為で固定化 ?
〇集積配布主体⇒域内の最有力集団：流通を差配 (長期間にわたり特定集団を優遇 )・保有制限はなし
〇域内の最有力集団⇒域内の各個人：流通を差配・自集団と他個人との間に格差付け・保有制限はあり

【類型２】　他律遷移型…男山丘陵、現神戸・明石市域も
入手：石製品の重点配布対象集団を頻繁に変更する戦略が集積・配布主体によって採られ、各集団は序列化される
流通：石製品流通は集積・配布主体によって強くコントロールされ、格差付けは墳丘や他器物にも反映される
保有：保有制限はなく、石製品を入手できなかった集団は以前入手して長い間保有されていた石製品を副葬に回す
〇集積・配布主体⇒域内の諸集団：流通を差配・集団間の格差付け・保有制限はなし

【類型３】　他律短期型…現広島県／福井県域も
入手：器種・点数で格差付けられて集積・配布主体から域内の集団へと配布される
流通 :域内流通を差配した集団は存在せず、石製品の格差は他器物や副葬古墳の格差とリンクしない
保有：保有制限はなく、保有や副葬のあり方も各々の保有集団に任されていた
〇集積・配布主体⇒域内の諸集団：流通を差配・集団間の格差付け・保有制限はなし
　　⇒他要素で格差付けが徹底されず、集積・配布主体側の意図に地域側が呼応しなかった

【類型４】他律個別型…桂川下流右岸も
入手：集積・配布主体から個人へと配布
流通：域内流通を差配した集団は存在しない
　　　石製品による格差は他の副葬器物や墳丘形状・規模とリンクせず、個人間における格差付けの意図が希薄
保有：石製品は同時期（≒同世代）のうちに一斉に副葬される⇒集団による保有を制限
〇集積・配布主体⇒域内の諸個人：流通を差配・集団間の格差付けなし・保有制限あり
　　⇒集積・配布主体は格差付け以外の意図で副葬器物を配布か (モノによる格差付けを伴わない個人の把握 )

【類型５】自律型…関東地域も（前期後葉前半）
入手：域内／外の製作地から直接入手
流通：特定集団／個人による流通の差配はない
　　　⇒比較的同列的な相互関係の下で流通か
　　　⇒長期間継続せず流通が停止（東海東部）
　　　　他の流通類型に変化（関東地域）
保有：保有制限はなく、保有や副葬は自由
〇流通・保有のコントロールを認めない

〇奈良盆地からの距離に応じ、集積・配布主体
　による流通・保有のコントロールが逓減
　（≒流通先の流通・保有の自由度が増大 )
①他律個別型：木津川中流域と桂川下流右岸
②他律遷移型：淀川の両岸や現神戸・明石市域
③他律継続型：桂川中上流域や備前・伯耆東部
④他律短期型：丹後地域や現福井県・広島県域
⑤自律型：東方の遠隔地域
※完全な同心円状配置とはならず、モザイク状
　に変化

まとめ
（１）流通時期…製作から副葬まで懸隔がある場合、多くの場合で流通時期は製作時期に近い
　　   ⇒製作後まもなく流通が基本 (※鍬形石と一部の車輪石は流通時期が副葬時期に近い )
（２）流通形態…集積・配布主体を介した他律的な流通 vs 製作地から直接流通する自律的な流通
　　　 ⇒西日本：集積・配布主体を介する他律的な流通⇔東日本：集積・配布主体を介さない自律的な流通
     ⇒近畿中央部：集積・配布主体内部の分節的なあり方を反映し、組成に偏りが生じる
（３）保有主体…集団の場合が多いが、流通・保有へのコントロールが強いと長期保有が制限され、個人となる
（４）格差表示…集積・配布主体側の格差付け意図と、流通先集団／個人側の呼応・再生産の有無によって変動
　　　 ⇒自律型の流通類型の場合は流通のコントロールは作用せず、同列的に石製品が流通
（５）流通類型とその配置…奈良盆地からの距離に応じて集積・配布主体による流通・保有のコントロールが逓減
  ⇒奈良盆地から離れるほど地域側の集団／個人の流通・保有の自律性は増大

（３）石製品流通の分析視角
①流通時期…どこかで保有後に流通か、流通先で保有されたか
【要素Ｘ：同時期に出現した他の器物の共伴】
〇製作時期が同じ石製品と他器物が、後に築造された古墳で共伴
　⇒これらは製作から間もなく同時に移動した可能性が高い
【要素Ｙ：石製品製作時期における造墓活動や有力集落／居館造営】
〇石製品の製作時期に流通先で造墓活動や有力集落／居館造営
　⇒器物を入手し、保有する下地が整っていると考えられる
【要素Ｚ：同時期に出現した資料の継続的な副葬】
〇同時期製作の石製品が、流通先で古墳に累代的に副葬される
　⇒流通先で保有されながら少しづつ副葬された可能性が高い
②流通形態…石製品が製作後にどのような経路で流通したのか
〇副葬石製品群の組成が単一の製作地に由来 (単一的組成 )
　⇒製作地から石製品が直接流通した蓋然性が高い　　
　⇒集積・配布主体を介さない自律的な流通形態
〇副葬石製品群の組成が複数の製作地に由来 (複合的な組成 )
　⇒複数の製作地から集積された石製品が混合した上で流通か
　⇒集積・配布主体を介する他律的な流通形態
③保有主体…個人が保有していたのか、集団が保有していたのか
〇保有期間が３小期に跨る…世代を超えて保有が継続
　⇒保有主体は集団であったと判断（属集団的）
〇保有期間が１～２小期に収まる…入手世代のうちに副葬
　⇒保有主体は個人であったと判断（属人的）
④格差表示…域内流通はどのような関係を媒介したか
〇古墳による格差表示…墳丘形状や規模／埋葬施設の位置や種類
〇他の器物による格差表示…三角縁神獣鏡の数／倭製鏡の面径
　⇒石製品の器種の組合せ・点数による階層との連動性を分析
　⇒域内の石製品が媒介した階層関係の有無を検討
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紡錘車
形１

紡錘車
形１

車輪石１石釧２
琴柱形１

車輪石１石釧１
紡錘車形２
帆立貝形４

石釧１
琴柱形３

副葬副葬 副葬副葬副葬副葬副葬副葬
副葬副葬
１号墳１号墳

副葬副葬
14号墳号墳

副葬副葬

集積

配布

自律的流通

自律的流通？

石釧
琴柱形

加賀南部

石釧
加賀南部

車輪石

紡錘車形

琴柱形

加賀南部

帆立貝形

流通・集積・配布
保有・副葬

不明（加賀？）

糸魚川
流域？

０・なし

石釧 13（+４）
車輪石 17
鏃形１（+１）

石釧２ Ｃ１号　後円部竪穴式石槨：
石釧５・車輪石４・合子形１・筒形１

 　　　　 前方部粘土槨：筒形１
Ｂ２号：石釧１

鍬形石１～
紡錘車形？１

０号：石釧２
１号：石釧１

　　　　車輪石１
　　　　鍬形石１

鍬形石６
車輪石１
紡錘車形３

（梶原山上古墳)

Ｃ１号：方円（73）
Ｂ２号：円（20）

方円（86） 方円（110）０号：円（15）
１号：方円（45）

円（18）方円（約 20）

中葉中葉

後葉後葉
前半前半

後葉後葉
後半後半

末葉末葉

中期中期

副葬器種・点数副葬器種・点数

墳形・規墳形・規模 (ｍ)(ｍ)

三角縁神獣鏡面数三角縁神獣鏡面数
・倭製鏡面径（㎝）・倭製鏡面径（㎝）

０・6.0 ０・（9.7） Ｃ１号：１・13.2
Ｂ２号：０・9.8

２・不明 ０・なし 10・35.9

配布

集積

配布

集積

配布

集積

副葬副葬
Ｃ１号墳後円部Ｃ１号墳後円部

副葬副葬
Ｃ１号墳Ｃ１号墳
前方部前方部

副葬副葬
Ｂ２号墳Ｂ２号墳

副葬？副葬？

副葬副葬

副葬副葬

副葬？副葬？

副葬副葬
１号墳１号墳

副葬副葬
０号墳０号墳

鍬形石１
紡錘車形？

車輪石４　石釧５
合子形１　筒形１

鍬形石６
車輪石１
紡錘車形３

筒形１ 石釧１ 鍬形石１
車輪石１
石釧１

石釧２

石釧 13
車輪石 17
鏃形１

石釧２

石釧

加賀南部

車輪石

不明
石釧

車輪石

鏃形
無茎

石釧
車輪石

生産地域生産地域
集積・配布集積・配布

主体主体

淀川右岸の石製品出土古淀川右岸の石製品出土古墳 (群墳 (群 )

萩之庄１号墳萩之庄１号墳 紅茸紅茸山 C3 号墳号墳 弁天山古墳群弁天山古墳群 闘鶏山古墳闘鶏山古墳 安威古墳群安威古墳群 紫金山古墳紫金山古墳

東部東部 中部中部 西部西部

集積・配布
保有・副葬

加賀南部
加賀北部
越前

前期前期
中葉中葉

後葉後葉
前半前半

後葉後葉
後半後半

末葉末葉
～
中期中期

副葬器種・点数副葬器種・点数

墳形・規墳形・規模 (ｍ)(ｍ)

三角縁神獣鏡面数三角縁神獣鏡面数
・倭製鏡面径（㎝）・倭製鏡面径（㎝）

生産生産
地域地域

集積・配布集積・配布
主体主体

丹後地域の石製品出土古墳丹後地域の石製品出土古墳

離湖古墳離湖古墳 カジヤ古墳カジヤ古墳 大田南６号墳大田南６号墳 作山１号墳作山１号墳 作山５号墳作山５号墳北谷１号墳北谷１号墳

副葬副葬

副葬副葬 副葬副葬 副葬副葬

副葬副葬

副葬副葬
副葬副葬

石釧１ 石釧２ 石釧３

石釧２
車輪石１
鍬形石２

車輪石１
鍬形石２ 石釧２紡錘車形１

第１主体 第４主体

石釧２石釧２

石釧２

石釧１ 石釧３
車輪石１
鍬形石２ 鍬形石２

車輪石１
紡錘車形１

方（35×32） 円（73×55） 円（29） 造出し付円（36）方 (13×10)円（40）

０・なし ０・7.5 ０・13.5 ０・9.1０・なし０・なし ０・10.5

配布

集積

石釧

加賀
南部

車輪石

集積・配布
保有・副葬

鍬形石

加賀
北部
越前

副葬器種・点数副葬器種・点数

墳形・規模 (ｍ)墳形・規模 (ｍ)

三角縁神獣鏡面数三角縁神獣鏡面数
・倭製鏡面径（㎝）・倭製鏡面径（㎝）

中葉中葉

後葉後葉
前半前半

後葉後葉
後半後半

末葉末葉
以降以降

生産地域生産地域
集積・配布集積・配布

主体主体
木津川中流域の石製品出土古墳 ( 群 )木津川中流域の石製品出土古墳 ( 群 )

西山古墳群西山古墳群 尼塚古墳群尼塚古墳群 興戸古墳群興戸古墳群 飯岡車塚古墳飯岡車塚古墳 鞍岡山古墳群鞍岡山古墳群 平尾城山古墳平尾城山古墳 瓦谷 1 号墳瓦谷 1 号墳

石釧２
石釧１

石釧 10
車輪石２

鏃形５ 石釧

石釧
車輪石鍬形石
筒形

紡錘車形

石釧 石釧１鏃形９ 鏃形３

石釧
車輪石
鍬形石

石釧 32
車輪石 20

合子形１

石釧３
車輪石３

石釧
加賀南部

石釧
車輪石

石釧
車輪石

２号：釧 1
６号：鍬２～３
　車 /釧７～８
７号：釧

３号：鏃５
４号：釧～６
方墳：釧１

２号：鍬～ 10
  　　車？ 
  　　釧 15 ～
  　　紡４筒１

鍬１
車 23
釧 43
合子１

２号：釧１
３号：鏃９
      剣１
　　　坩形１

車輪石２
石釧 13

鏃形３

２号 :方（25）
６号：円（10 ？）
７号：方円（55）

３号：円（18）
４号：方円（35）
方墳：方（40×37）

２号：円（28）方円 (90） ２号：円（27）
３号：円（40）

方円（110） 方円（51）

２号：１・11.4
６号：１・24.1
７号：０・なし

３号：０・なし
４号：０・約 15
方墳：０・なし

２号：０・12.2 ０・なし ２号：０・7.4
３号：０・13.4

１・16.7 ０・（11.6）

副葬 副葬 ２号墳２号墳

副葬副葬

副葬副葬

副葬副葬
３号墳３号墳

副葬副葬
４号墳４号墳

副葬副葬
方墳方墳 副葬 副葬 ２号墳２号墳副葬 副葬 ６号墳６号墳 副葬副葬

副葬副葬
２号墳２号墳

副葬副葬
３号墳３号墳

配布

集積

集積

配布

集積

配布

集積・配布
保有・副葬

加賀南部
加賀北部

鍬形石

鍬形石
加賀北部

越前

(　)

分散

他律的 (域外・域内 ) 他律的 他律的

なし

最有力集団 その他個人 域内の各集団

顕著 (墳丘・副葬器物も）

淀川右岸
男山丘陵
淀川左岸

桂川上・中流域
備前地域
伯耆東部地域

桂川下流右岸
木津川中流域

遠 近

北陸／域内製作地

域内の各集団／個人

あり？

東海東部地域 (後葉前半 )

※鍬形石の流通制限はあり

集積・配布主体

固定・短期で途絶

他律的

域内の各集団

集積・配布主体による
格差付けの意図が強い

丹後地域 (後葉前半 )
現福井県域 (後葉後半 )
現広島県域 (後葉前半 )

関東地域 (後葉前半 )

流通元流通元

長期保有長期保有

該当地域該当地域

格差付け格差付け

他律個別型他律個別型他律遷移型他律遷移型他律継続型他律継続型

流通形態流通形態

流通先流通先

保有主体保有主体

二次的配布二次的配布
流通流通

保有保有

副葬副葬

奈良盆地からの奈良盆地からの
距離距離

コントコント
ロールロール

自律型自律型 他律短期型他律短期型

コントコント
ロールロール

コントコント
ロールロール

域内の広域に波及

自律的

なし

なし

なし

不明瞭

なし

集積・配布主体 集積・配布主体 集積・配布主体

なし

不明瞭

なし

あり

なし

あり

特定集団に固定・継続 時期により変化

なし

集積・配布主体による格差
付けを域内の最有力集団が
同型的に反復して再配布

集積・配布主体による格差
付けの意図が強い
⇒時期によって変化

集積・配布主体による格差
付けの意図は弱い
⇒異なる葬送原理？

域内の有力個人

あり なし あり なし

集積・配布主体：なし
域内最有力集団：あり

　⇒集団・長期保有の制限
なし 集積・配布主体：あり

⇒集団・長期保有の制限

顕著 (墳丘・副葬器物も） 不明瞭

集積・配布主体：なし
域内最有力集団：あり

　⇒同時期に副葬させる
なし

集積・配布主体：あり
⇒集団・長期保有の制限

中葉中葉

後葉後葉
前半前半

後葉後葉
後半後半

集積 ・集積 ・
配布主体配布主体 蒲生野古墳蒲生野古墳

群 SX06群 SX06

石釧

車輪石

副葬副葬 副葬副葬 副葬副葬 副葬副葬

生産地域生産地域
桂川上～中流域の石製品出土古墳桂川上～中流域の石製品出土古墳

園部垣内古墳園部垣内古墳 出雲武式出雲武式
古墳古墳

向山古墳向山古墳

加賀南部

車輪石

配布

集積・配布
保有・副葬

副葬器種 ・点数副葬器種 ・点数

墳形 ・規模 (ｍ)墳形 ・規模 (ｍ)

石釧２
滑石製車輪石１

石釧３　車輪石９
鏃形 17

石釧１ 石釧３
車輪石２

不明 (不明 ) 方円 (82) 円 (19) 円？ (30 ～ )

配布

配布

配布

集積

集積

集積

加賀南部
加賀北部
越前

石釧

車輪石
加賀南部
加賀北部
越前

車輪石３

車輪石１
石釧１

車輪石６
石釧２

石釧１石釧２ 車輪石２
石釧３

鏃形 17 ？

三角縁神獣鏡面数 ・倭製鏡面径 （㎝）三角縁神獣鏡面数 ・倭製鏡面径 （㎝） ３ ・ 20.8 ０ ・ なし ０ ・ 不明０ ・ 9.1

０ 100 200 300100200300400500600

東西

菩提・那谷

石材産出地からの距離 (Km)

12 点
鍬形石

車輪石

琴柱形

合子形

紡錘車形

21 点

９点

４点

14 点

菩提・那谷

出土点数 (点 )

５

10

15

０ 100 200 300100200300400500600

東西

石材産出地
からの距離

(Km)

Ｎ=48

前期中葉以前に流通した石釧の分布パターン

600㎞

500㎞
400㎞

300㎞
200㎞

100㎞100㎞

700㎞

菩提・那谷

東方西方

前期中葉以前に流通した石製品各器種の分布パターン


